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　北海道の生活文化と羊毛

　　　　　市立名寄短大　　〇青木　香保里
目的　　1993年度より実施ざれていろ中学校「家庭生活」領域では、「家庭生活と地域と

の関係について考えさせろにとが学習内容として取り上げられていろ。北海道の生活'.i、

衣食住および生活全般:こおいて自然や気候風土と密接な関連があり、それが地域の特色と
なろ生活文叱の一端を形成すろ要因だと考えろ。自然や気候風土に規定されつつ、吐会の

動きに影響ざれながら家庭生活が営まれ、北海道という地域特有の生活文化が生み出ざれ、
継承きれ発展していろ事実は「家庭生活」領域の学習内容;こ合致すろと考えた。そこで。

　「家庭生活」領域:こお;ﾅろ家庭生活とmmの関係を捉えていけろような教材開発を試みろ

ために羊毛に注回した。北海道の開拓とit{Zひっじの飼育が本硲的にすすめられ、羊毛は、
時代の変化と共にその利用目的と形態が連動してto り、竿毛と開わってきた生活史を探り
学ぶ過程で、抽象的な既念であろ家庭生活と地域の問i利こついて捉えていくことが可能と

考えた。地域＼zある題tｵを生かした中学校「家庭生活」領域の教防開発を試みろとともに、
副読本の作成を回的とすろ。

方法　　各種統計資料。北海道に間すろ各種文献、等の文献をもとにして事実間係の整理
をすろととも>-、家庭生活と地域の間係をとらえていくための内容を、教材としての観点

からその妥当性:こついて検討すろ。
結果　　教吋でつけたい認識を「産業溝造とくらしの変化」「生活改善の要求と取り組み」

「技術と道具丿等とし、ホームスパンという形で家庭内に羊毛が取り込まれた開拓期から

昭和30年代に焦点を･あてろ。また今日の「まちおこし」のV.り組みから生活文1ﾋを考えろ。

2Tp－ 2 家政系大学および短期大学における被服系科目の分析

岐阜市立女短大　○山田令子　林　豊子　　愛知淑徳短大　竹下弓子

東海学園女短大　　辻　啓子

目的　　現在、我々を取り巻く社会、生活環境の変化は急速に進行している。それに伴い、

あらゆる方面から大学のあり方が問われ、新しい時代、社会、生活にふさわしい学科の設

置が望まれている。家庭生活に基盤を置く家政系の学科は、時代の流れに対応し、種々の

改革を重ねながら今日まできたが、さらに魅力ある大学を目指し。学科の名称やカリキュ

ラムを変更する大学が増加している。そこで、家政系大学、短期大学の実態を知る目的で、

アンケート調査を行い、カリキュラムの内容を分析した。

方法　　①調査対象；全国の家政系大学、短期大学　②調査時期：平成５年６月下旬～７

月上旬　③調査方法：アンケート用紙郵送、学生便覧送付の依頼　④集計方法　アンケー

トの単純集計、カリキュラムの分析

結果　　①現在のカリキュラムは、平成２年から５年にかけて構築されたものが多い。改

定の内容は大幅または科目・単位数の見直しが多い。　②カリキュラムにおける被服系科

目の割合は、四大では家政系は20% 以下、服飾系は60～80%である。短大では、家政学科、

生活科学科、生活学科は10～30%であり、服飾系の学科は40～50%である。③被服科目‾

の分野別出現傾向の特徴は、四大では、家政・人間の学科は意匠・美学の分野が少なく、

被服・服装の学科は被服文化の分野が、環境学科は衛生・機構の分野が多い。短大は生活

科学科が他の学科と異なり、衛生・機構・材料加工の分野が多い。
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